
2023年12月7日（木）JASSO 令和5年度 学生生活にかかる喫緊の課題に関するセミナー

性的指向・ ジェンダーアイデンティティの多様性
－大学等における理解増進と支援の充実に向けて－

「関西学院大学における取り組み 」
武田丈（関西学院大学人間福祉学部・人権教育研究室）



SOGIEに関する関西学院での取り組み

・2003年～人権教育科目「セクシュアリティと人権」

・2006年～大学主催人権問題講演会でSOGIEをテーマにした講師を招聘

・2010年頃 LGBT学生サークルCassis立上げ

・2013年～第1回関学レインボーウィーク

・2014年 インクルーシブコミュニティ宣言

・2015年～ランチ会（2023年度秋よりKGレインボーカフェ）

・2017年 学内トイレ改修 「多目的トイレ」（表示変更）

・2020年 インクルーシブコミュニティ実現のための基本方針と行動指針発表

・2020年 LGBTQ＋卒業生たちのライフストーリー集 Vol.1 作成

・2022年 LGBTQ＋卒業生たちのライフストーリー集 Vol.2 作成

・2023年 教職員のためのSOGI研修 開始

「多様な学生に配慮した教育・研究に関するガイドライン」公開予定



SOGIEに関する関西学院での取り組み

人権教育科目「セクシュアリティと人権」

本授業の目的：

コースの最初に「セクシュアリティの基礎知識」、その後「ジェ
ンダー差別からみる無戸籍問題」、「障害者のセクシュアリ
ティ」、「セックスワークと人権」、「性暴力」、「LGBTQ（多様

な性のあり方）」、「性感染症」といった内容。これまでの人生
で培われたヒューマン・セクシュアリティに関するバイアスの
かかった既定の概念を打ち破ることが最終目的。



SOGIEに関する関西学院での取り組み

大学主催人権問題講演会

２００６年度春：尾辻かなこ氏（当時、大阪府議会議員）性的少数者の人権

２００７年度秋：白阪琢磨氏（当時、独立行政法人国立病院機構大阪医療セ
ンター、ＨＩＶ/ＡＩＤＳ先端医療開発センター長）医師から見た

HIV陽性者の人権
２０１１年度春：笹野みちる氏（ミュージシャン）カミングアウト
２０１４年度春：パトリック・ジョセフ・リネハン氏（当時、大阪・神戸アメリカ

総領事館総領事）米国におけるＬＧＢＴの権利獲得

２０１４年度春：南和行氏（弁護士）LGBTと人権
２０１５年度春：田村太郎氏（ダイバーシティ研究所）多様性への配慮



２０１６年度春：原ミナ汰氏（共生社会をつくるセクシュアルマイノリティ支援全国
ネットワーク代表理事）LGBTが生きやすい世の中にするため、

大学は何ができるか
２０１７年度秋：川西寿美子 氏（大阪私立学校人権教育研究会指導員ほか）

多様な性を考える

２０１８年度春：牧村朝子氏（タレント・文筆家）なぜ性の用語はだいたい横文字
なのか

２０１９年度春：玉木則幸氏（Ｅテレバリバラコメンテーター）自分らしくいきる

２０２０年度春：田中昭全氏（アーティスト）ぼくらが同性婚を求める理由
２０２１年度春：行動指針制定記念シンポジウム「誰一人取り残さないために」
２０２２年度春：かずえちゃん（YouTuber）ゲイの僕がYouTubeに乗せて伝えたい

LGBTQのこと

２０２３年度春：東海林毅氏（映画監督）映画『片袖の魚』一歩踏み出して見えた
こと



SOGIEに関する関西学院での取り組み

LGBT学生サークルCassis



関学レインボーウィーク

「関学の中のセクシュアルマイノリティ－すべての人が自
分らしく振る舞える学びの共同体を目指して」
日 時：2013年5月17日（金）15：15～18：00
場 所：西宮上ケ原キャンパス 大学図書館ホール
登壇者：桃助 氏（関西学院大学現役生）
吉川 寛 氏（関西学院大学総合政策学部2012年卒）
小林和香 氏（関西学院大学総合政策学部2008年卒）
長谷川馨 氏（関西学院大学人間福祉学部2012年卒）
＜同時開催＞
セクシュアルマイノリティのカップルの生活を撮影した写
真展と「いのちリスペクト。ホワイトリボン・キャンペーン」
パネル展
期 間：5月13日（月）～5月17日（金）
場 所：西宮上ケ原キャンパス

大学図書館エントランスホール







人権問題講演会

Youtuberかずえちゃん



SOGIEに関する関西学院での取り組み

インクルーシブコミュニティ宣言

関西学院というコミュニティに集うすべての者（学生・生徒・児童・園
児・教員・職員・同窓・その家族）が、コミュニティ内の性別、年齢は
もとより、国籍、人種、民族、出生地、主たる言語、宗教・信仰、身
体的・精神的特徴、そしてセクシュアリティといった違いを尊び、そ
れぞれの能力を発揮できる環境づくりに向けて努力していくことを
宣言

2014年3月6日
関西学院院長 Ruth M.Grubel



SOGIEに関する関西学院での取り組み

ランチ会
LGBTQ＋の学生たちが自分らしく振舞える居場所の提供



SOGIEに関する関西学院での取り組み

お祭り（啓発）だけ
からアクションへ



インクルーシブコミュニティ実現のための
基本方針と行動指針
（2020年4月発表）

インクルーシブ・コミュニティ宣言の基本理念に従い、その実現の指針と
なる５つの基本方針とそれぞれの行動指針（ガイドライン）を定めた。

１．男女共同参画促進
２．性的指向や性自認の多様性(SOGIの多様性)の尊重

３．障がいがある構成員支援の実施
４．文化的多様性の尊重
５．インクルーシブ・コミュニティ推進施策を着実に実施

https://www.kwansei.ac.jp/kikaku/kikaku_003750.html

https://www.kwansei.ac.jp/kikaku/kikaku_003750.html


性的指向や性自認の多様性
(SOGIの多様性)を尊重するために

①自認する性に基づく通称名を学院内で使用することを認める。

②構成員本人が意図しない形で本人の性別情報が公表されることがないよう
に、性別情報を含む個人情報は慎重に取り扱うとともに、必須の場合以外に
は性別に関する情報を収集しない。

また、性別に関する情報を収集する必要がある場合には、本人の自認する
性別を答えることが出来るように、回答欄を空欄（自由記述）にしたり、選択肢
の中に「その他／答えたくない」などを含めたりするようにする。

③SOGI等に関する公表の自由を、個人の権利として保障する。



性的指向や性自認の多様性
(SOGIの多様性)を尊重するために

④これまで男女別という区分に基づいているトイレや更衣室等の学院内施設、
定期健康診断、体育実技などの授業において、SOGIの多様性にできるだけ配
慮を行う。

⑤就職活動やインターンシップに関して多様なSOGIに配慮した相談を、学院内
外の関連部署と連携して提供する。

⑥構成員の福利厚生の適用や、教室および職場における性別に基づく呼称の
使用に関しても、SOGIの多様性にできるだけ配慮を行う。

⑦SOGIに関連した相談の対応者（総合支援センターや キャンパス・ハラスメン
ト等相談センターなどの教職員）へ具体的な事例や対応について研修を行う。



SOGIEに関する関西学院での取り組み



SOGIEに関する関西学院での取り組み



教職員のための SOGI 研修について
責任者：院長 （関西学院インクルーシブコミュニティ推進協議会）（2023.1）

目的

教職員のための多様性尊重研修（SOGI 研修）を実施することによって、

インクルーシブ・コミュニティ構築の基礎としてキャンパス内の多様性を
尊重する風土を醸成する

期待できる効果

研修を通して SOGI(Sexual Orientation and Gender Identity・性的指向と
性自認)についての理解を深め、受講生に対して身につけられる認定証を
付与することで、キャンパス内でAlly（LGBTQ＋の人たちの活動を支持し、
支援している人たち）を可視化し、LGBTQ＋学生や教職員が安心して相談
できるようなキャンパスを構築できる。





研修プログラム内容

１．講義（約1時間）
 多様な性の基礎知識
 「みんな違ってみんないい」では済まない話
 多様なSOGIEをめぐる関学の状況
 大学で出来ること

２．事例検討（約45分）

学内で実際に起こったケースをベースに事例集を作成し、小グループで検討
後、全体で共有

３．アライになるために（約15分）



SOGI研修修了者

可視化



常にLGBTQ+の
学生がいることを
前提として接する

不必要に性別を
確定しようとしない

差別的な意味をも
ちうる言葉やジェス
チャーは使わない

出席者を呼ぶ際は
呼称に配慮する

守秘を徹底する
学外での教育・
研究活動において

も配慮する



ご清聴ありがとうございました

ご質問・問い合わせ先

jotakeda@kwansei.ac.jp


